






















要約　これからの母子保健のあるべき姿を、地域保健の新しい戦略としてのヘルスプロモ

ーションの理念に則って論じた。また研究方法としては、近年企画計画のアプローチ法と

して提唱されているブレイクスルー思考を用いた。母子保健のあるべき姿は、究極的には

「すべての子どもが健やかに成長することのできる地域社会」であり、それを実現させる

ために必要な条件として、「妊娠から出産までが安全にできる」、「安心して子育てができ

る」、「疾病と事故を未然に防げる」、「疾病や障害があっても,適切な医療や療育を受けら

れる」、「自己決定能力を獲得することにより思春期における課題を乗り越える」の 5つを

掲げた。またそれぞれについて、それを実現するための下位の条件をあげ、全体としての

体系図を作成した。最後に、これらのあるべき姿をもとに地域における母子保健計画を策

定するためのプロセスを示した。


